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＜連絡事項＞
・病棟のシュレッタ－のコードに亀裂が入り、銅線が数本切れていた為、修理に出しています。

・川端Drが11/23（木）に出張とのことで、本日、問診をおこなっています。

＜患者様連絡事項＞

・本多　富美様～夜の睡眠不安定な為、ハルシオン（0.125）２T　１×vds　（睡眠剤）７日分臨時処方となっています。夜に睡眠をとるようにして、日中は起きて頂くように生活リズムについて伝えていきましょう。

・山本　國太郎様～退院時処方が同じ内容で処方となっています。シンラック液も処方となっていますので、就床前服薬の際に練習の為、シンラックを本人にやってもらうようにしていきましょう。また、退院時が日曜日の為、CP、SWが不在となります。退院時に御家族が来院したら病棟スタッフと御家族で、今後の生活について話し合いをしていただきたいとの事です。

＜病棟スタッフから御家族に伝えて欲しい事＞

　　　　　　　　　①御家族にもアルコール依存症について正しい知識をもっていただく。

　　　　　　　　　②断酒を続けていくために

　　　　　　　　　③御家族に協力してもらいたいこと

　　　　　　　　　詳しい内容については、カルテに挟んでいますので、退院時につくスタッフは前もって目を通しておいてください。

・伊藤　義彦様～外出について御家族に確認したところ、11/22（水）11：30～18：00まで外出するとの事です。服薬のセットの確認・食事発注の間違えがないようにしましょう。また、帰院後は疲労感の有無について確認と観察をしていきましょう。

・佐々木　康子様～主治医面談の日時が11/30（木）15：30～に決まった旨を御家族に連絡しています。

・田中　静子様～11/22（水）13：00～11/24（金）11：45までの外泊希望あり、主治医より許可がおりています。疲労感について訴える事があり、疲労感を感じたら無理をせず帰院してもよいこと伝えています。

・島川　貴仁様～本日、主治医と本人とで面談を行なっています。主治医より①11/25（木）9：30退院予定。退院後は自宅（新居）での療養となる。４月からの復職となる②退院後１年間は服薬が必要との事を説明しています。本人より、復職してからアルコールは飲んでもいいか？との質問があり、薬との相互作用がある事説明し、アルコールは控えるよう伝えています。また、心理検査の結果の説明で、自他に厳しい一面があり学校の生徒の指導に関しては口を出してよい事（内面の怒りの感情を溜め込まず）自分に対して100％を求めず60％位でと説明しています。

・清水　栄子様～本人より「ご飯の量が多い」と訴えがあり、本日の夕方より普通食から軽食に変更となっています。

＜定期薬変更者＞

・佐藤　昌宏様～セパゾン（２）２T　２×ndE（朝・夕）（抗不安薬）→止め

　　　　　　　　デプロメール（25）１T　１×vds　（抗うつ剤）→止め

先週の診察時にだるさを訴えており、定期薬より上記の内容が止めとなっています。日中のプログラムの参加状況・だるさの有無について確認していきましょう。

・晴山　長司様～センナリド(下剤) ３T １×ndE（夕）→センナリド ４T １×ndE（夕）

　　　　　　　　腹部膨満みられており、定期薬より上記の内容が変更となっています。引き続き、腹部の状態の観察・グル音の確認・排便の有無の確認を行っていきましょう。

・長谷川　陽一様～右下奥歯肉の膨張・疼痛の訴えあり、ヨウフェナック（鎮痛消炎剤）５回分処方　疼痛時に服用となっています。疼痛の有無の確認をしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・平　勝利様～背部の発疹見られ、それに伴う痒みが継続している為、11/21（火）夕食後よりタベジール2Ｔ　2×ndE（朝・夕）/7Ｔ（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。引き続き、背部の発疹・掻痒感の有無の観察をして行きましょう。

・八森　正様～右腰部の帯状疱疹が軽減しているとの事で、ロキソニン（解熱鎮痛消炎剤）が止めとなっています。皮膚の状態観察を行い、掻痒感の有無の確認をして行きましょう。

・春本　司郎様～背部の痒みが継続してあるとの事で、11/21（火）夕食後よりタベジール2Ｔ　2×ndE（朝・夕）/7Ｔ（抗ヒスタミン剤）が処方となっています。引き続き、皮膚の状態の観察・背部の掻痒感の有無の確認をして行きましょう。

・晴山　長司様～継続して顔面の赤み・湿疹・痒みが見られている為、11/22（水）朝食後よりデキサメサゾン１Ｔ　１×朝　７日分（副腎ホルモン剤）が処方となっています。継続して皮膚状態の観察をしていきましょう。

・石切　久様～背部の痒みがあるとの事で、11/21（火）夕食後よりタベジール2Ｔ　2×ndE（朝・夕）/7Ｔ（抗ヒスタミン剤）が処方となっています。皮膚の状態の観察・背部の掻痒感の有無の確認をして行きましょう。

・清水　進様～両下肢にひっかき傷が見られており、11/21（火）夕食後よりタベジール2Ｔ　2×ndE（朝・夕）/7Ｔ（抗ヒスタミン剤）が処方となっています。皮膚状態の観察をし、両下肢の掻痒感の有無の確認をして行きましょう。

・佐々木　康子様～背部に発赤みられており、皮膚科受診にて熱傷Ⅱ度との事で、テラ・コート、アズクロ軟膏塗布となっています。日中、ヒーターに近づきすぎている事があるので、見かけたらヒーターとの距離をおくよう声掛けしていきましょう。

・木村　義重様～臀部の褥瘡の処置にカミバンを貼っており、貼っていた箇所が赤くなっています。カミバンではなく、ビニールテープを使用していきましょう。赤くなっているとことにデルモゾールＧ軟膏塗布するようにとの事です。

＜川端Ｄｒ診察＞

・宮本　建蔵様～診察時、鼻閉の訴えあり、11/21（火）夕食後より、ＰＬ3.0ｇ　３×ndE３日分（総合感冒薬）処方となっています。手洗い・うがいを促し、鼻閉についてや他の風邪症状がないか観察と確認をしていきましょう。

・山田　隆雄様～診察時に北病棟への見学を勧めていますが、「いやです」と強い拒否見られています。

・佐々木　みね様～本日、診察時に右臀部にハロマンス１A筋注施行しています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａグループ…全体的に穏やかな様子で行っています。短期目標をしっかり覚えており、評価しています。大下様が居眠り見られており、声掛け行っています。イライラしている事・その事に対しての対処方法について話をしてもらっています。

・Ｂグループ…全体的には、ウォーミングアップのリズム打ちは皆様調子よく行っています。ロールプレイでは、布施様以外の方はよく出来ています。短期目標達成したとの事でそれぞれにロールプレイを行って頂いています。石切様の目標が「物を貰いにきた人がいたらスタッフに話す」ですが、話す事なく患者様に物をあげているとの事ですので、次回のＳＳＴまでに出来るよう促しています。

・Ｃグループ…自発的発言多く聞かれ、全体的に穏やかです。清水徹様の居眠り見られており、スタッフが何度も声掛けしています。表情硬く、時折ニヤツキみられています。晴山様が拒否なくスムーズに参加しています。

・Ｄグループ…ロールプレイを行って頂いた佐藤幸男様が普段あまり見せない笑顔とユニークな振る舞いで皆様の表情から明るさを出しています。皆様にアフターフォローして頂いていますが、「大きな声でよかった」「笑顔がよかった」等様々な評価を受けています。普段発言の少ない方（小笠原様・新井様）へアプローチを続け、何とか反応はありました。

・Ｅグループ…全員参加で西川様・清水進様も一言会話をすることが出来ていました。春本様は積極的に前に出て話をしたり、会話のポイントを把握している様子あり、全体をリードしていました。先週・今週と中森様は日付けの確認で答える事が出来ていません。日頃、新聞やテレビ等で日付け・曜日を意識しておくよう伝えています。次週も本人と日付け確認をしてください。

・Ａユニット…全体的に静かな雰囲気でしたが、居眠りする方はいませんでした。清水栄子様の短期目標の「一週間の目標をＳＳＴ内で伝える」では、まとめて上手に伝えること出来ています。本多様はうつむいている事が多く、返答も小声です。

